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男性 132（32. 7 ）










42  （10. 4 ）
健康
非常に健康 51  （12. 6 ）
まあまあ健康 265（65. 6 ）
あまり健康でない 59  （14. 6 ）





週 1 回以上 88  （24. 2 ）
月 1 ～ 2 回 235（58. 2 ）
全くない 52  （12. 9 ）
現在の
居住者
一人暮らし 93  （23. 0 ）
夫婦 2 人 154（38. 1 ）
子どものみ同居 46  （11. 4 ）
子とその家族と
同居
76  （18. 8 ）
その他 32  （7. 9 ）
孫の
有無
ある 323（80. 0 ）




一緒に住んでいる 218（54. 0 ）
施設や病院入院 3   （0. 7 ）
死別 158（39. 1 ）
離別 16  （3. 9 ）




ある 167（41. 3 ）




1 年未満 11  （6. 6 ）
1 年～ 3 年未満 16  （9. 6 ）
3 年～ 10年未満 41  （24. 6 ）
10年以上 99  （59. 3 ）
因子順位 因子名 低群（％） 高群（％）
死生観
第 1 因子 死後の生 201（55. 1 ）   64（44. 9 ）
第 2 因子 死の受容 206（55. 7 ）   64（44. 3 ）
第 3 因子 死の思索 161（42. 8 ） 215（57. 2 ）
人生の満足感
第 1 因子 肯定的評価 160（45. 1 ） 195（54. 9 ）
第 2 因子 悲観的評価 239（74. 7 ）   81（25. 3 ）
スピリチュアリティ
第 1 因子 自身や人生への意味や価値観 164（52. 6 ）   48（47. 4 ）


















































肯定的評価 1.000 –0.148＊＊ 0.655＊＊ 0.379＊＊ 0.056 –0.190＊ –0.021
悲観的評価 1.000 –0.150＊＊ –0.102 0.007 0.170＊＊ 0.230＊＊
自身や人生への価値や意識観 1.000 0.625＊＊ 0.138＊ –0.127＊ 0.021
超越的世界への統合観 1.000 0.249＊＊ –0.059 0.152＊＊
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